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「社会実装」を目指した研究

• 理想的な展開：人間・社会への影響評価 

ベターな選択肢や対応策の提言  提言が

採用される（社会実装）

• 研究者のやること：ルールや経済活動の前
提となるエビデンスを、論文発表等を通じ
て社会に提供すること
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ニーズ・シーズマトリクスの作成

• 社会実装に向けて，ニーズの把握およびス
テークホルダーとの対話は絶対に必要．そ
の上で自分が貢献できる場所で活動する．
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「社会実装」を目指した研究

• 本研究課題の目的から外れない範囲で，自分がや
りたい研究にうまく引きつけてください．

• ただし皆様の研究者としての好奇心や問題意識に
基づく研究は，この研究課題としてよりも科研費
などで実施してください．もちろん，それへの足が
かりとして本研究課題の成果を使っていただくの
は大歓迎です．

• この研究課題では社会ニーズと社会実装を意識し
て研究を進めてください．
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北極航路課題・ニーズリスト
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今後の予定

• シーズ・ニーズ・マトリクス（2020年度版）
の公開、意見収集開始

• （英語版の作成?）

• 2021年度中にステークホルダーミーティ
ングを開催し、研究の方向性について広く
意見を募り、検討

– 報告会とは別。夏～秋頃を予定。
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ご参加の皆様へ
アンケートへのご協力お願い
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アンケート

• アンケートを実施いたします。ご参加の皆様
に近日中にメールでアンケートサイトをご案
内しますので、ご回答をお願いいたします。

• アンケートの中で、今後の報告会のご案内
送付についてもお伺いします。
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発表者の皆様にお願い

• 発表に使った資料（PowerPointスライド
等）で、公開してよい部分を金野にお送りく
ださい。公開不可の場合は、その旨お知ら
せください。

• （後日別途メール等でご相談します。）
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本日の参加者数

• 参加登録者数：140名 （3/22 15時現在）

• 同時参加者数（ピーク時）：約90名
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